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Environment

当社グループは持続可能な社会の実現に向け、環境ビジョンに基づき、
グループ全体で環境活動を推進しています。

環境マネジメント

当社グループは“GLORY GREEN CHALLENGEみ
んなの力と技術で導く豊かな地球”を環境スローガン
とし、2010年、環境ビジョンを掲げました。このビ
ジョンに基づき、2018年4月からの3カ年を計画期
間とした「2020中期環境計画」を策定し、その達成
に向けた取り組みを展開しています。

当社グループは、環境保全を経営の重要な一要素と
考え、事業活動のあらゆる局面で環境への負荷を削減
するために、ISO14001に準拠した環境マネジメン
トシステムを導入し、省エネルギー、省資源、廃棄物
の削減、化学物質の適正管理から環境配慮型製品の開
発まで幅広く取り組んでいます。
2002年3月に本社・本社工場がISO14001の認

証を取得以降、現在その対象範囲を当社の主要事業
所・支店および製造系グループ会社に広げています。
さらに、海外のグループ会社においても認証を取得
し、包括的な環境負荷低減に努めています。
環境マネジメント体制は、事業活動の環境負荷低減

に取り組む「サイト」と製品の環境負荷低減に取り組
む「BU（ビジネスユニット）」で構成されています。
経営基本方針や環境方針と連携した年度ごとの環境管
理活動方針を策定し、環境管理体制をはじめ、製品・
サービスなどあらゆる事業活動においてマネジントシ
ステムの充実と継続的改善に努めています。
また、「環境管理委員会」の設置やマネジメントレ

ビューの実施により、環境管理活動方針の各サイト・
BUへの展開と実施状況の確認、環境問題・対策内容
の共有と水平展開を図るなど、グループ一体となり
PDCAサイクルを回して事業と一体化した活動に取り
組んでいます。さらに、グループの環境管理を担当す
るため、環境管理部門を設置し、グループ全体の環境
マネジメントシステムの維持・改善を図っています。

グローリー環境ビジョン 環境マネジメント体制

グローリーグループ環境方針

私たちは地球にやさしい行動と環境に配慮した
製品・サービスを提供し、持続可能な社会の実現
に貢献します

1.	法令等の遵守
	 環境法規制やステークホルダーからの要求事
項を遵守する。

2. 地球温暖化の防止
	 エネルギーの使用を削減し、温室効果ガス排
出の低減に努める。

3. 資源循環の推進
	 資源の有効な利用に努め、製品の回収・リサイ
クルを推進する。

4. 化学物質による汚染の予防
	 化学物質を適正に管理し、製品の有害物質を
削減する。

5. 生物多様性の保全
	 地域貢献活動を通じて、一人ひとりが生態系
の保全に努める。

6. 環境情報の適正な開示
	 情報開示を積極的に行い、ステークホルダー
の要望に応える。

本方針を実現するため、環境目標を定めて取り組み、
継続的な改善を図る。

環境マネジメント体制

環境管理責任者

トップマネジメント※

（環境マネジメント担当役員）

事業所・支店
グループ会社

サイト管理責任者

環境管理委員会

BU管理責任者

事業本部

※ 環境マネジメントシステムの最高責任者で、社長より、環境マネジメントシ
ステムの推進と維持に関するすべての権限と責任を委嘱された環境マネジ
メント担当役員。

環境負荷の低減と地球資源の保護をグローバルに 
展開し、地球環境の“確かな未来”に貢献します

環境ビジョン
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環境マネジメント

Environment 

当社では、品質（ISO9001）、環境(ISO14001)に
ついての課題を相互に補完しながら包括的に考え、全
体最適のモノづくりやサービス提供に努めています。
これらの機能が統合的な経営システムとして効果的に
働いているどうか、統合内部監査・外部審査により一
元的に管理し、PDCAサイクルを回しながら、マネ
ジメントシステムの継続的改善に努めています。
2019年度の環境監査・審査では規格の運用状況に
対する適合性と有効性の確認を実施し、不適合は検出
されませんでした。監査・審査結果は、当社グループ
内で水平展開し全社員が共有することで、活動のボト
ムアップを図っています。

当社は、法令遵守を環境保全活動における重点項目
の一つと位置づけ、運用管理を徹底しています。定期
的に法規制の変更点を確認するとともに、年2回、法
令の遵守状況の確認を行っています。また、内部環境
監査でも専用のチェックシートに基づき、各事業所で
の現地確認を行っています。その他、製品含有化学物
質管理についてもお取引先さまや海外グループ会社の
監査を定期的に行っています。
2019年度の遵守確認の結果、重大な法令違反や環
境に影響を与える事故は発生していません。

当社は、継続的な環境負荷の削減を図るためには、
事業と環境との関わりや影響を正しく理解することが
重要であると考え、環境教育に注力しています。
新入社員研修において環境マネジメントシステムの
要求事項などを学ぶ他、新任の管理者を対象としたマ
ネジメント研修や設計者を対象とした環境配慮設計に
関する研修など、職制に応じた教育を実施していま
す。また、内部監査員研修や廃棄物管理者研修などを
実施し、専門性を高めています。
加えて、常駐するお取引先さまを含む全従業員に対
し、環境活動についての各人の認識を高めるための周
知を行うなど、環境意識の向上を図る啓発活動にも取
り組んでいます。

当社は、環境リスクを低減するために年1回、環境
影響評価（アセスメント）を行い、特定したリスクへ
の対応手順を定めています。中でも、「産業廃棄物の
適正処理」、「危険物の管理」を重視し、社内体制の構
築や社員教育を徹底しています。
産業廃棄物の適正処理については、各拠点に廃棄物
管理体制を構築し、管理者や担当者への教育を徹底す
るとともに、廃棄物処理委託業者の選定に厳格な基準
を設け、現地調査を行うなどの運用を行っています。
また、危険物の管理については、毒物・劇物の漏
洩・流出、事故・紛失などの防止とともに、油の流出
事故を想定した緊急時の対応手順を規定する他、模擬
訓練を定期的に実施しています。

環境監査 環境関連法令の遵守

環境教育環境リスクマネジメント
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CO₂排出量の削減、化学物質の管理、資源の有効活用などを通じて、
地球環境の保全と環境負荷の低減に向けた取り組みを継続的に行っています。

事業活動に伴う環境負荷低減

当社は、地球温暖化の防止を環境ビジョンの活動
テーマの一つに掲げ、取り組みを推進しています。
その一環として、高効率タイプの生産設備を導入
し、生産工程におけるCO₂排出量の削減に取り組ん
でいます。また、電力監視システム（デマンド監視機
能）やLED照明、人感センサーの導入などを進めると
ともに、本社社屋の屋上に太陽光発電システムを設置
し、再生可能エネルギーを積極的に利用しています。
さらに、輸送時における環境負荷低減に向け、ト
ラック輸送から鉄道や海上コンテナに切り替えるモー
ダルシフトの推進や配送方法の効率化、梱包材の軽量
化などに取り組んでいます。

当社は、生産工程で使用する化学物質の管理を徹底
するとともに、人体に影響の少ない化学物質への転換
を進めています。製造部門では、化学物質の使用量を
管理し年2回報告している他、「化学物質排出把握管
理促進法（PRTR法）」対象物質を含む化学製品を使用
する社員には、取り扱いに関する教育を実施していま
す。また、化学物質安全データシート（SDS）を常備
し、社員が、取り扱いに関する注意事項や非常時の対
応手順を随時確認できるようにしています。

当社は、循環型社会を構築するため、3R（リデュー
ス・リユース・リサイクル）に関する取り組みを推進
しています。
資源を有効に活用するため、生産工程での改善を図

り、部品製造時の歩留まり率の改善やトライ回数の削
減などによって原材料の使用量を削減しています。ま
た、生産現場やオフィスにおいてペーパーレス活動に
も取り組んでいます。取引先からの部品納入時には、
通い箱を使用し梱包材を削減している他、緩衝材をグ
ループ内の部品輸送時に再利用しています。廃棄時
は、より多くの廃棄物を再資源化するために分別を徹
底するとともに、再資源化率99.5%以上をゼロエミッ
ションと定め、生産拠点での達成を目指しています。

地球温暖化の防止

化学物質の管理・削減

資源の有効活用

※ 国内のISO14001認証取得拠点を対象としています。

※1 国内のISO14001認証取得拠点を対象としています。
※2 次の海外のISO14001認証取得拠点を対象としています。

光栄電子工業（蘇州）有限公司 、GLORY (PHILIPPINES), INC.
Glory Global Solutions (France) S.A.S.
Glory Global Solutions (Germany) GmbH
Glory Global Solutions Inc.
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※1 国内のISO14001認証取得拠点を対象としています。
※2 次の海外のISO14001認証取得拠点を対象としています。
　　光栄電子工業（蘇州）有限公司 、GLORY (PHILIPPINES), INC.
　　Glory Global Solutions (France) S.A.S.
　　Glory Global Solutions (Germany) GmbH
　　Glory Global Solutions Inc.

PRTR法対象物質取扱量（国内）

廃棄物排出量

CO₂排出量

12.6％削減
前年度比

6.5％削減
前年度比

8.0％削減
前年度比
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資材調達からお客さまの製品使用、廃棄までを踏まえた製品のライフサイクルにおける
環境負荷の低減に向け、環境に配慮した製品の開発に取り組んでいます。 

環境に配慮した製品の開発

Environment 

当社グループは、低炭素社会を実現し、より継続的
な環境保全活動に取り組むため、製品使用時のCO₂
排出量を2030年に2005年比30％削減することを
長期目標に掲げ、環境配慮型製品の開発に取り組んで
います。お客さまの要望に応じてライフサイクルアセ
スメント（LCA）を実施し、資材調達からお客さまの
製品使用、廃棄までを踏まえた製品のライフサイクル
の全段階で環境影響を評価しています。
新製品開発時には、「省エネルギー性」や「再利
用、再資源化」など約60項目からなる製品アセスメ
ントを実施し、環境影響を従来製品と比較評価してい
ます。このアセスメントにより、「消費電力量低減率
15％以上」「製品含有化学物質規制対応」など、当社
独自の基準を満たした製品を「G-エコ製品」として
認定しています。
2019年度に開発した新製品の22%が「G-エコ製
品」として認定されており、金融
市場向け紙幣硬貨入出金機<RB-
700>は、従来機に比べて使用時の
消費電力量を20%削減
しました。加えて、リ
サイクル可能率は85%
を達成しています。

当社は、RoHS指令やREACH規則、その他の法規
制で規制されている物質を「グローリー指定化学物質
リスト」に指定し、グリーン調達基準において使用の
禁止を定め、製品に含有される化学物質の管理を実施
しています。
製品の構成部材の選定時に、化学物質規制の適合品

であることを確認する他、部材が納入された際は、蛍
光X線分析装置で厳密な検査を行っています。また、
化学物質含有量を調査し、化学物質管理システムに登
録することで、製品全体の含有量が容易に集計できる
ようにしています。さらに、新製品出荷時にはすべて
の製品が関連する規制に適合しているかを検査してい
ます。
化学物質の管理には、お取引先さまのご協力が不可

欠です。国内外のお取引先さまには、当社のグリーン
調達基準に準拠した
部材を納入いただく
とともに、グリーン
調達に関する覚書を
締結し、含有化学物
質の情報提供をお願
いしています。 部品の含有化学物質検査

紙幣硬貨入出金機<RB-700>

環境配慮型製品の開発 製品含有化学物質の管理

地域社会やNPO法人をはじめとしたステークホルダーと連携し、生物多様性の保全に取り組んでいます。 

生物多様性の保全

当社は、森林組合と協働し、兵庫県姫路市にあ
る「グローリー夢咲きの森」にて、森林整備活動に
取り組んでいます。毎年春から初夏にかけて、ヒノ
キ林や広葉樹林内で年に1haずつ徐間伐を行う他、
ヤマザクラやコナラなどの広葉樹を中心に年に20
本の植樹を行うなど、良好な里山としての環境形成

「グローリー夢咲きの森」における活動 により、豊かな自然環境を再生・維持することを目指
しています。
2019年度は4月に

実施し、当社グルー
プ社員やお取引先さ
まおよびその家族、
82名が活動に参加し
ました。 間伐材を利用したテーブル作りの様子
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2020中期環境計画 目標と実績

環境ビジョンに基づき、2018年4月からの3カ年を計画期間とした「2020中期環境計画」を策定し、グループ全
体で環境負荷低減をはじめ、環境課題の解決に取り組んでいます。これらを踏まえ、現在、SDGsの達成により貢献し
ていくことを目指し、「製品」「事業」「意識」の3つの活動を柱とした「2023中期環境計画」の策定を進めています。

活動分野 活動テーマ 2020中期環境目標 2019年度目標 2019年度実績

製 品

地球温暖化の
防止

新製品のCO₂排出量
の削減

新規開発製品の
省エネ（従来機比） 
15%以上削減

平均11.1%削減 
（14機種のうち7機種で目標達成 G-エコ製品に
認定）

化学物質の
管理・削減

全新製品のRoHS指令
適合 法令遵守100% 23機種がRoHS対応（適合率＝100%達成）

事 業

地球温暖化の
防止

製品売上高に占める
環境配慮型製品比率
の向上

全製品売上高比率
65％以上 売上高比率 65.3%

エネルギー消費量　
従業者原単位の改善

原単位年平均1％削減
（2010年度基準）

エネルギー消費量従業者原単位 
年平均2.2％削減（2010年度基準）

化学物質の
管理・削減 化学物質管理の徹底

化学物質収支管理
PRTR法の規制物質の
削減

工程化学製品取扱量記録 5月集計
PRTR取扱量（第一種）6.5％削減

資源の有効活用 廃棄物排出量の削減 排出量年平均1％削減
（2010年度基準）

廃棄物排出量 年平均1.4％削減
（2010年度基準）

意 識

生物多様性の
保全

生物多様性保全への
貢献度向上 
（管理項目の改善）

•�植樹20本
•�間伐1ha/年

•姫路：	 森林整備活動 4月
（広葉樹やリンゴ苗木の植樹20本、
間伐1ha）
家族向け自然体験イベント 10月

•関東：	 東京都八王子での森林整備活動 5月
東京都荒川河川敷清掃活動 10月

ステークホルダーと
の協働による生物多
様性保全活動の推進

•計画立案
•活動実施
 （活動実施率  100％）

•年次活動計画の実施率 100％
姫路：「グローリー夢咲きの森」 

 森林整備活動 82名
 （お取引先さまの参加 1社6名）
 家族向け自然体験イベント 82名
 （お取引先さまの参加 1社9名）

関東：「東京都八王子市上川の里（特別緑地
          保全地域）」 

 森林整備活動 53名
 （お取引先さまの参加 1社5名）
「東京都荒川河川敷」
 河川敷清掃活動 21名

コミュニケー
ション

CSR報告書・ウェブ
サイトでの環境情報
開示

記事掲載
•CSR報告書2019発行、ウェブサイトへの掲載
  （事業活動に伴う環境負荷低減データなど）
•CDP、日経環境経営度調査への回答

「2020中期環境計画」を策定し、達成に向けた取り組みを展開しています。

2020中期環境計画

■ 2019年度目標と実績
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